
経験年数：

　

 

　　　（是正前⇒是正後に分けて記載してもよい。写真等の付属説明書添付可。）

番号 番号 番号 項　目 番号

1 14 1 墜落・転落 14

2 15 2 転倒 15

3 16 3 激突 16

4 17 4 飛来、落下 17

5 18 5 崩壊・倒壊 18

6 19 6 激突され 19

7 20 7 挟まれ、巻き込まれ 20

8 21 8 切れ、こすれ 21

9 22 9 踏み抜き

10 23 10 おぼれ

11 24 11 高温･低温の物との接触

12 25 12 有害物との接触

13 26 13 感電

作業の項目・内容 ウインチによる揚湯管・エアー管入替作業

　　　　　　　　ヒヤリ・ハット体験報告書　　　　ドリコ株式会社
報告書作成年月日　2021年　7月　10日

職種： さく井工 会社名　ドリコウェルテクノ㈱　氏名　柏　盛夫

年齢:
　10代　・　20代　・　30代
　40代　・　50代　・　60代

 　1年未満 ・  1～3年  ・  3～5年  ・ 5～10年
　11～20年 ・ 20～30年 ・ 30年以上

事故又は災害になりそうになったことを下の欄に記入してください。

い　つ  2021年　6月　30日（　水　曜日）　午前・午後　　 9　時頃

どこで 現場工事名：第一野中山湯　　　どこで：常設櫓

（例： どのような作業で → 何をしていて → どうなった ）

ウインチに雨除けシートをかける仮設作業において、KR社員が常設櫓に登り

ヒヤリ・ハット シートをかける作業をしようとした。梯子を使用せず無理な体制で梯子とは

した状況
反対側から登ろうとし、足を滑らせてずっこけた。落ちどころが悪ければ

足の捻挫、さらには近くで作業中のH社員が巻き添えに合うとことだった。

再発防止・改善策

作業手順の再確認。

略図

原因・事故の型に当てはまると思われるものの番号に◯（複数回答可）
原因（その時の心身状態） 発生した場合の事故の型

項　目 項　目 項　目

よく見えなかった 心配事があった 爆発

よく聞こえなかった 身体、気持ちが疲れていた 破裂

見落とした、気づかなかった イライラしていた 火災

記憶違いをしていた 錯覚 交通事故（道路）

手順、急所を忘れていた 不注意 交通事故（その他）

急所に気づかなかった 近道 動作の反動、無理な動作

考えても解らなかった 省略 その他

大丈夫と思い手順を省略した 見間違い 分類不能

危ないと思っていなかった 聞き違い

予測違いをした 言い間違え

無意識に手が動いた やり違い

身体のバランスを崩した 思い間違い

身体がついていかなかった 覚え間違い

通常はこの階段を使

用する。
ここから無理な態勢で

よじ登ろうとした。


